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令和２年度 附属学校研究支援・特色化にかかわる事業実施報告書 

 

事業の名称 附属特別支援学校における研究の成果を全国へ発信する取組 

事業実施代表者名 校長 紀藤 典夫 

実施附属学校名 北海道教育大学附属特別支援学校 

事業内容 

（実施内容について、 

1,000 字程度で記述） 

本事業では、様々な方法で本校で行う研究を道内及び全国へ発

信することを目的としている。 

事業の方法として、 

①公開研究協議会の開催 

②各種学会での発表 

③研究成果物の作成 

④他校との研究交流 

⑤その他（ＨＰ等） 

であるが、今年、新型コロナ感染症対策のため、本校の人を集

めた公開研究協議会を開催することをやめたり、各種学会がオン

ライン開催になったりしたことで、発信についてはオンラインを

中心に行うこととした。 

本校は「育成を目指す資質・能力と知的障がい教育の学び」を

テーマに、それぞれの子どもたちに必要な力の育成について教育

課程に盛り込むことを目指してきた。その中で、子どもたちが育

ち地域性、将来の地域の姿などを踏まえた検討が必要であること

から、教育現場だけではなく他業種の専門家との研究を進めるこ

とに発展した。将来の子ども像だけではなく、将来の地域の姿を

見据えた資質・能力の育成に向けたカリキュラム作りにつながっ

ている。 

また、今年度は各種学会がオンライン配信等のみになり、発表

の場を十分に確保することができなかったが、北海道特別支援教

育学会道南支部で行うシンポジウムにおいて、本校の研究内容を

発表した。 

さらに、道内の特別支援学校（道東）との共同研究を通して、

本校の研究内容を発信することも引き続き行った。 

研究紀要ではない「分かりやすい研究説明」を目指し作成した

リーフレットを道内の特別支援学校に配布した。さらに、２年間

の研究の成果は、研究紀要として作成し、全国へ発信する予定で

ある。 

成果と課題 

（活動の成果と課題に

ついて、500 字程度で

記述） 

 今年度は「これからの函館で自分らしく生きるための学びのデ

ザイン」のために、今年度は単元を通した資質・能力の育成につ

いて研究を進め、単元デザインシートを作成し、その作成と活用

を試みながら、その実際を授業という形で配信した。授業は年間



（注）当該事業に係る写真等の参考となる資料がある場合は、この事業報告書に添付する

こと。 

２回の動画配信を行い、１回目は授業を１単位時間通しての動画

配信、２回目は単元計画と照らし合わせたポイントを絞った配信

となった。 

 公開研究協議会にて講演予定だった弘前大学大学院の菊地一

文教授には、年度当初から本校の授業をキャリア発達という視点

で助言をいただいており、その内容を含めた「主体的・対話的で

深い学びとキャリア発達支援」の講演も動画配信を行った。 

２回目に行った１２月の授業配信は、今年度教育実習を行うこ

とのできなかった４つの大学の学生のための授業において４つの

大学で活用し、１７３名の学生が視聴した。 

また、研究の内容は特別支援学校の校内での初任段階研修や職

員研修での活用にもつながった。中標津支援学校と釧路養護学校

と本校でＺｏｏｍによる会議を行い研究の交流も行っている。 

今回の研究の配信については、全国の特別支援学校からも参考

にされ、５校の附属特別支援学校の研究部長によるＺｏｏｍ会議

により情報提供を行った。 

今後の発展性 

（残された課題の解決

方策及び取組の方向

性について、500 字程

度で記述） 

本校の任務や本学の中期目標・中期計画の実現へ向け、大学及

び教職大学院との連携をさらに強め、引き続き本校の研究の様々

な取り組みを全国、全道、地域へ発信していくことは必要なこと

と考える。また、開かれた教育課程を実現させるため、地域の将

来をイメージした教育課程づくりをさらにすすめることも必要と

考えている。子どもたちが将来社会自立をする地域をどのように

イメージするかを、保護者及び地域と共有しながら、授業づくり

につなげていく研究を進めていきたいと考える。 

今後はさらに、研究内容だけではなく道内の研修を望む地域に

おいて、特別支援学校や特別支援学級担当者の専門性向上に向け、

本校の研究成果を踏まえた「児童生徒理解」及び「授業改善」等

の研修や相互研究に発展する可能性は大いにあると考える。 

本校で実施する授業公開や公開研究協議会を地域に公開すると

ともに、教育実践内容の拡がりにさらに取り組んでいきたい。 

事業の公表状況 

（事業をＨＰで公開し

た場合、又は新聞等

に掲載された場合、

当該媒体名、掲載日

等を記入） 

北海道新聞、函館新聞及び北海道通信に公開研究協議会につい

て掲載された。その他、本校ホームページ上に、研究活動におい

て研究の外部発表への取り組みと、入試情報にける出願状況、活

動の様子等において随時更新掲載している。 




